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① 取り外し機構
② インターホン配線用電源端子 ( オプション )
③ SYNC ( 同期 ) ボタン

1 回押して電源オン
2 秒間長押しして、ビープ音が鳴ったら、セットアップ開始 ( オプション )
3 秒以内に 5 回すばやく押して、電源オフ

④ 充電式バッテリー
⑤ QR コード ( アプリ追加用 )



使用方法
単体で使用
ご自宅の Wi-Fi ネットワークに接続するとすぐに使用することが可能です。通知を受信したり、呼び鈴を鳴らす先を
設定することが可能です。以下の 3 通りで設定してください。（本製品にはチャイムを鳴らす機能はありません。）
•	 既存のチャイムを使用する。
•	 eufy セキュリティドアベルチャイム ( 別売り ) を使用する。
•	 Amazon Alexa Echo Show などを使用する。

HomeBase と連携 ( オプション )
本製品は玄関先での動体検知が可能です。いつでもどこでも応答できます。録画したビデオは、 内蔵ストレージまた
は Eufy HomeBase S380 ( 別売り ) に保存できます。誰かがインターホンを押すと、家の中にいる人に通知されます。

HomeBase

バッテリーの充電
1. 充電式バッテリーを取り外します。

0～100%

2. 本製品を使用する前に、満充電してください。

 

0～100%



システムのセットアップ
1. App Store ( iOS 機器 ) または Google Play ( Android 機器 ) から Eufy アプリをインストールし、アカウント登録を
してください。

2. 画面の指示に沿って、本製品を追加します。

電源オプションの選択
方法 1: バッテリー駆動
玄関に既存のインターホン用の配線がない場合は、充電式バッテリーを取り付けて使用してください。設置位置は自
由に決めることができ、簡単かつ迅速に取り付けることが可能です。
バッテリー残量が少ない場合は、充電する必要があります。バッテリーの持続時間は使用状況によって異なります。
この方法で設置する場合は、取り付け方法 ( バッテリー駆動 ) にスキップしてください。

方法 2 : 電源直結
玄関に既存のインターホン用の配線があり、正常に機能している場合は、充電式バッテリーを使用せず本製品を設置
することが可能です。充電残量を心配する必要はありません。
配線がある場所に本製品を取り付ける必要があります。この方法で設置する場合は、取り付け方法 ( 電源直結 ) にス
キップしてください。



取り付け方法 ( バッテリー駆動 )
設置場所の選択
1. アプリのライブビューを確認しながら、希望の視野が見える場所を選択し、本製品の取り付け位置を決めます。以
下の要件を満たしているか、確認してください。
•	 壁やドア枠の既存の穴やアンカーを再利用できるか、確認してください。
•	 本製品を側壁の近くに配置する場合は、壁が視野に入っていないか、確認してください。壁が視野に入ってしまう

場合、LED ライトが反射し、夜間のライブビュー確認に影響が出ます。
•	 推奨される本製品の取り付け高さは、地面から 1.2 m です。
•	 角度を調整する場合は、同梱されているくさびを補助として使用してください。
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2. 位置決めカードを使用して、ネジ穴位置に印を付けます。硬い壁 ( レンガ、コンクリート、またはスタッコ ) に取
り付ける場合は、15/64 インチ (5.95mm) のドリルビットを使用して、ネジ穴を 2 つ開けてください。

必要なもの : プラスドライバー、パワードリル (15/64 インチドリルビット )



取り付けブラケットの設置方法
付属のネジを使用して取り付ける場合 : 

木製の壁

取り付けマウント 取り付けマウントくさび

くさび無しの場合 くさび有りの場合

硬い壁

取り付けマウント 取り付けマウントくさび

くさび無しの場合 くさび有りの場合

3M 両面テープで取り付ける場合 :

貼り付け面の素材によっては、ステッカーを剥がす際に粘着剤が残ったり、壁面や塗料を傷める可能性が
あります。壁面に傷をつけたくない場所へのご使用はお勧めしておりません。

3M VHB ™ ステッカー 取り付け手順
1. 事前準備

1.1. 汚れの除去（クリーニング）
- 貼り付け作業の前に、アルコールまたはクリーナーを使い、設置面のホコリや水分を完全に拭き取ってく ださい。
- 設置面の表面が完全に乾いたことを確認してから、次の手順に進んでください。

1.2. 特殊な設置面への対応
- コンクリート、木材などの多孔質の材料や、プラスチック、塗装された面に使用する場合は、接     
   着力を高めるためにプライマー（下塗り剤）のご使用を推奨します。



２. 貼り付け方法

2.1. 取り付け位置の決定
- 同梱されている位置決めカードを使用してドアベルの取り付け位置を決めます。

2.2. ステッカーの貼り付け
- 3M VHB ™ ステッカーの片面をドアベルの背面に貼り付けます。
- もう片方の保護フィルムを剥がし、取り付け位置に合わせて正確に貼り付けます。

2.3. 圧着作業
- 手で均等に約 100kPa の圧力を数秒間加え、接着面全体にしっかり接触させます。
- 均一に、しっかりと押し付けてください。

3. 固定の確認

- 貼り付け後、最低 24 時間は動かさずにそのまま（静置）にしてください。この間にドアホンを 
   揺らしたり、取り外したりしないでください。
- 推奨される作業環境温度は 15℃ ～ 30℃です。
- 温度が低い環境では、接着剤の硬化が遅くなりますので、静置時間を長めに取ることをおすす 
   めします。

4. 使用上のご注意

- 揮発性の高い有機溶剤 (VOC) を含むクリーナーは使用しないでください。
- ステッカーは一度貼り付けると、何度も剥がしたり、貼り直したりすることはできませんので、
   ご注意ください。
- 本製品は、一度接着すると恒久的に固定されます。剥がす際に、壁の塗装や表面材を破損する
   可能性がありますのでご注意ください。

本製品を取り付ける
本製品を取り付けブラケットの下部に合わせ、カチッと音がするまで所定の位置に押し込みます。

バッテリーの充電
1. 上部のピン穴に取り外しピンを差し込み、本製品の上部を持ち上げて取り外します。

2.「バッテリーの充電」に記載の手順で充電してください。



取り付け方法 ( 電源直結 )
インターホン用の配線の確認をする
1. 既存のインターホンを鳴らして、正常に機能しているかどうか、確認します。チャイムが鳴らない場合は、インタ
ーホンの配線に問題がある可能性があります。充電式バッテリーで本製品を使用するか、専門家に相談して事前に修
理してください。
2. サーキットブレーカーの電源を遮断します。照明のオンとオフを切り替えて、家の電気が適切に遮断されているこ
とを確認します。

OFF

OFF

配線を取り扱うときは常に注意してください。注意：電源直結で使用する場合は、資格のある電気工事士
による取付工事を行って下さい。

既存のインターホンを取り外す
既存のインターホン用の配線がある場合 :
1. 既存のインターホンをプラスドライバーを使用して取り外します。（ドライバーは同梱されていません）
2. 既存のインターホンを取り外す際は、注意しながら線を抜いてください。



設置場所の選択
1. アプリのライブビューを確認しながら、希望の視野が見える場所を選択し、本製品の取り付け位置を決めます。以
下の要件を満たしているか、確認してください。
•	 壁やドア枠の既存の穴やアンカーを再利用できるか、確認してください。
•	 本製品を側壁の近くに配置する場合は、壁が視野に入っていないか、確認してください。壁が視野に入ってしまう

場合、LED ライトが反射し、夜間のライブビュー確認に影響が出ます。
•	 推奨される本製品の取り付け高さは、地面から 1.2 m です。
•	 角度を調整する場合は、同梱されているくさびを補助として使用してください。
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2. 位置決めカードを使用して、ネジ穴位置に印を付けます。硬い壁 ( レンガ、コンクリート、またはスタッコ ) に取
り付ける場合は、15/64 インチ (5.95mm) のドリルビットを使用して、ネジ穴を 2 つ開けてください。

必要なもの : プラスドライバー、パワードリル (15/64 インチドリルビット )



取り付けブラケットの設置方法
付属のネジを使用して、取り付けブラケットを壁に固定します。

木製の壁

取り付けマウント 取り付けマウントくさび

くさび無しの場合 くさび有りの場合

硬い壁

取り付けマウント 取り付けマウントくさび

くさび無しの場合 くさび有りの場合

配線を本製品と接続する
本製品の背面にあるインターホン配線用電源端子に配線を接続し、端子ネジを締めます。配線はどちらの端子にも接
続できます。

SYNC

SYNC

ショートを防ぐため、端子に接続した後に配線同士が接触していないことを確認してください。

配線が短すぎる場合は、延長配線とナットを使用してください。壁にワイヤーナット用のスペースがない
場合は、代わりに電気配線テープを使用してください。



本製品を取り付ける
本製品を取り付けブラケットの下部に合わせ、カチッと音がするまで所定の位置に押し込みます。

電源の回復
メインサーキットブレーカーの電源をオンにします。

OFF

OFF

警告：誤った取扱いにより、使用者が死亡または重症を負う可能
性がある場合に関する注意事項

警告：誤った取扱いにより、使用者が死亡または重症を負う可能
性がある場合に関する注意事項


